
インフルエンザ
（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）

感染症法に基づく医師及び獣医師の届出について
※指定届出機関（インフルエンザ定点）のみ

（１）定義

インフルエンザウイルス（鳥インフルエンザの原因となるＡ型イン
フルエンザウイルス及び新型インフルエンザ等感染症の原因となるイ
ンフルエンザウイルスを除く。）の感染による急性気道感染症である。

（２）臨床的特徴

上気道炎症状に加えて、突然の高熱、全身倦怠感、頭痛、筋肉痛を
伴うことを特徴とする。流行期（我が国では、例年１１月～４月）に
これらの症状のあったものはインフルエンザと考えられるが、非流行
期での臨床診断は困難である。合併症として、脳症、肺炎を起こすこ
とがある。

出典：厚生労働省 感染症法に基づく医師及び獣医師の届出について
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（３） 届出基準（インフルエンザ定点における場合）

ア患者（確定例）

指定届出機関（インフルエンザ定点）の管理者は、当該指定届出機関の医師が、
（２）の臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見からインフルエンザが疑わ
れ、かつ、[1]のすべてを満たすか、[1]のすべてを満たさなくても[2]を満たすことによ
り、インフルエンザ患者と診断した場合には、法第１４条第２項の規定による届出を週
単位で、翌週の月曜日に届け出なければならない。

イ感染症死亡者の死体

指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、（２）の臨床的特徴を有する
死体を検案した結果、症状や所見から、インフルエンザが疑われ、かつ、[1]のすべてを
満たすか、[1]のすべてを満たさなくても[2]を満たすことにより、インフルエンザによ
り死亡したと判断した場合には、法第１４条第２項の規定による届出を週単位で、翌週
の月曜日に届け出なければならない。 出典：厚生労働省 感染症法に基づく医師及び獣医師の届出について
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出典：厚生労働省 感染症法に基づく医師及び獣医師の届出について



インフルエンザ
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（４）届出基準（基幹定点における場合）

入院患者

指定届出機関（基幹定点）の管理者は、当該指定届出機関の医師
が、（２）の臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見
からインフルエンザが疑われ、かつ、（３）[1]のすべてを満た
すか、（３）[1]のすべてを満たさなくても（３）[2]を満たすこ
とにより、インフルエンザ患者と診断した患者のうち、入院をし
たものについて、法第１４条第２項の規定による届出を週単位で、
翌週の月曜日に届け出なければならない。

出典：厚生労働省 感染症法に基づく医師及び獣医師の届出について


